


































                                                  
1 『定期討論集 霊的被造物について』の著作年代などに関しては, 次のものを参照: Jean-Pierre 
Torrell, Initiation à saint Thomas d’Aquin, 3e édition (Paris: Éditions du Cerf, 2008), pp.235-36, p.490. 
Torrell によれば, 『定期討論集 霊的被造物について』の基になった討論が行われたのは 1267
年から 1268 年の間であるとされる. この時期はトマスがイタリアに滞在していた時期にあたる. 
Cf. James A. Weisheipl, Friar Thomas D’Aquino (Washington, DC: The Catholic University of America 
Press, 1983), p.364. Weisheipl も 1267 年から 1268 年の間という立場である. 
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3 平行箇所は以下の通り: 『エンスと本質について』第 4-5 章, 『「命題集」註解』第 1 巻第 8
区分第 5 問題第 2 項, 同書第 2 巻第 3 区分第 1 問題第 1 項, 同巻第 17 区分第 1 問題第 2 項, 『ボ
エティウス「三位一体論」註解』第 5 問題第 4 項第 4 異論解答, 『任意討論集 第九』第 4 問
題第 1 項, 『対異教徒大全』第 2 巻第 50-51 章, 『定期討論集 能力について』第 6 問題第 6 項
第 4 異論解答, 『神学大全』第 1 部第 50 問題第 2 項, 同書同部第 75 問題第 5 項, 『定期討論集 
魂について』第 6 項, 『任意討論集 第三』第 8 問題第 1 項, 『分離実体について』第 5-8 章. 本
討論集の中では, 第 9 項第 9 異論解答. 
4 Cf. ボエティウス『三位一体論』第 2 章. 





























                                                  
5 Cf. アリストテレス『形而上学』第 2 巻（994b26）. 
6 Cf. アウグスティヌス『告白』第 12 巻第 17 章 25 節. 
7 Cf. アリストテレス『形而上学』第 8 巻（1045a36-b5）. 
8 「エッセ」とは, ラテン語の esse の音写である. この語には「～がある」という意味と「～で
ある」という意味があるので, 強いて訳すとすれば「ある」という訳語を採用すべきかもしれ
ないが, 「エッセ」ということがトマスの思想において重要なキーワードであることを考慮し, 
本論では基本的に「エッセ」と音写することにする. 同様の趣旨から, esse の派生語である ens
も「エンス」と訳出した. 


























って区別されるところのもの（id quo distinguntur ea quae continentur sub communi）
は、その共通なものそのものとは別である。故に、或る共通の類に含まれている
被造のものすべてにおいては、共通であるものと、それによって共通なものその
ものが制限されるところのもの（id per quod commune ipsum restringitur）との複合
がなければならない。ところで、被造の霊的実体は或る類においてある。故に、
被造の霊的実体においては、共通な本性と、それによって共通な本性が狭められ
るところのもの（id per quod natura communis coartatur）との複合がなければならな
い。ところで、これは形相と質料の複合のことだと思われる。故に、被造の霊的
                                                  
10 レオ版では paternitas (...) quo Pater distinguitur a Filio となっているが, Guldentops & Steel に従
って, quo を qua に読み替える. 


































                                                  


































                                                  
12 Cf. アウグスティヌス『「創世記」逐語註解』第 7 巻第 6 章 9 節. 
13 Cf. ダマスケヌス『正統信仰論』第 2 巻第 3 章. 
































                                                  
14 Cf. プラトン『ティマイオス』（41b）. 
15 Cf. アウグスティヌス『神国論』第 13 巻第 16 章 1 節; 同書第 22 巻第 26 章. 
16 Cf. 同書第 21 巻第 10 章 1 節. 


































                                                  
18 Cf. ボエティウス『「範疇論」註解』第 1 巻「実体」についての章. 
19 Cf. アリストテレス『形而上学』第 8 巻（1043a19-21）. 































                                                  
20 Cf. 偽ディオニュシオス『神名論』第 4 章第 1 節. 
21 Cf. 同書同箇所. 
22 Cf. アリストテレス『自然学』第 4 巻（211a12-13）. 
23 『天上位階論』のこと. 




























 十一。さらには、理性的霊（spiritus rationalis）は非理性的霊（spiritus brutalis）
と比べて、第一の最も単純なもの、すなわち神により接近している。しかるに、
非理性的霊は質料と形相から複合されていない。故に、理性的霊もなおさらそう
                                                  
25 Cf. アヴィセンナ『第一哲学（ないし神的学）についての書』第 9 論考第 4 章. 
26 Cf. アルガゼル『形而上学』第 1 部第 4 論考第 3 区分. 
27 Cf. アリストテレス『霊魂論』第 3 巻（431b29）. 
28 Cf. 『原因論』第 6 命題. 
29 Cf. アリストテレス『霊魂論』第 3 巻（430a3-4）. 
30 Cf. アウグスティヌス『三位一体論』第 10 巻第 4 章. 
31 Cf. ダマスケヌス『正統信仰論』第 2 巻第 12 章. 

































                                                  
32 Cf. アウグスティヌス『告白』第 12 巻第 7 章 7 節. 


































                                                  
34 Cf. 同『「創世記」逐語註解』第 1 巻第 14 章 28 節. 
35 Cf. アリストテレス『形而上学』第 7 巻（1029a20-26）. 
36 Cf. 偽ディオニュシオス『天上位階論』第 4 章第 2 節. 


































                                                  









































































































                                                  
38 Cf. アウグスティヌス『「創世記」逐語註解』第 1 巻第 1 章 2 節及び 3 節. 


































                                                  



































                                                  
40 Cf. アリストテレス『形而上学』第 8 巻（1043b33-1044a2）. 

































                                                  
41 Cf. アヴィケブロン『生命の泉』第 4 論考 3 節. 



































                                                  
43 Cf. 本項第 2 異論解答. 

































                                                  
44 Cf. 本項主文最終段落. 
45 レオ版では substantie, quod est genus (...)となっているが, 仏訳者の Brenet に従って, quod を


































                                                  
46 原文では dat となっている所を、文脈を考慮して「与える」とは訳さなかった. 
47 Cf. アヴィケブロン『生命の泉』第 1 論考 15 節. 
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